
「粉体工業展大阪２０１１」１０月開催行
事
日
程
日
本
粉
体
工
業
技
術
協
会

　日本粉体工業技術協会（大川原武会長）は
１月 、 日の両日、名古屋市内で分科会連
絡会議、委員会、部門連絡会議を開き 年
度の事業計画案などを検討した。 月にイン
テックス大阪（大阪市住之江区）で開く「粉
体工業展大阪 」がメーンとなる。
　各分科会、委員会による 年度の行事予定
は次の通り。
４月 日　第１回常務会、第２５４回火曜会
　　　　　（東京・東京ガーデンパレス）
５月 日　第１回理事会（大阪・ＡＮＡクラ
　　　　　ウンプラザホテル）
５月 日　第１８４回木曜会（大阪・ＡＮＡ
　　　　　クラウンプラザホテル）
５月 日　第 回通常総会　表彰式・特別講
　　　　　演・懇親会（東京・東京ガーデン
　　　　　　　パレス）
６月１日　コナゴン
６月９―　粉体入門セミナー （東京・貸教
　　 日　室内海）
６月 日　委員長連絡会 第 回水曜会 名古
　　　　　屋・名鉄ニューグランドホテル）
６月 ―　粉体入門セミナー （東京・貸教
　　 日　室内海）
６月 日　第 回金曜会（福岡・博多都ホテ
　　　　　ル）
７月 日　第２回常務会、第２５５回火曜会
　　　　　（東京・東京ガーデンパレス）
７月 ―　粉体入門セミナー （東京・メル
　　 日　パルク東京）
８月３日　第２回理事会（東京・東京ガーデ
　　　　　ンパレス）

９月８日　委員長連絡会、第１８５回木曜会
　　　　　（大阪・ＡＮＡクラウンプラザホ
　　　　　テル）
月４日　第２５６回火曜会（東京・東京ガ

　　　　　ーデンパレス）
月 ―　粉体工業展大阪 （大阪・イン
　　 日　テックス大阪）
月 日　ＡＰＰＩＥ産学官連携フェア（大

　　　　　阪・大阪アカデミア）
月 日　第 回金曜会（広島・未定）
月 日　第３回常務会 第 回水曜会 名古
　　　　　屋 名鉄ニューグランドホテル
月 日　第３回理事会、秋期定例会合

　　　　　周年記念 懇親会 京都 京都セン
　　　　　　チュリーホテル
月 日　コナゴン
月８日　第１８６回木曜会（大阪・ＡＮＡ

　　　　　クラウンプラザホテル）
１月 日　第２５７回火曜会（東京・東京ガ
　　　　　ーデンパレス）
１月 ―　分科会連絡会議、懇親会、委員会
　　 日　・部門連絡会議（名古屋・名鉄グ
　　　　　ランドホテル）
２月 日　第 回水曜会（名古屋・名鉄ニュ
　　　　　ーグランドホテル）
３月８日　第４回常務会、第１８７回木曜会
　　　　　（大阪・ＡＮＡクラウンプラザホ
　　　　　テル）
３月 日　第４回理事会（大阪・ＡＮＡクラ
　　　　　ウンプラザホテル）
３月 日　第 回金曜会（福岡・博多都ホテ
　　　　　ル）

　
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
は
こ
れ
ま
で
の
製
品
や
技
術
を
刷
新
す
る
ほ
ど
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
こ
こ
ま
で
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
な
る
と
、
知
ら
な
い
う
ち
に
身
体
に
取
り
込
ま
れ
て
い
て
も
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
そ
こ
で
、
現
在
、
経
済
産
業
省
、
厚
生
労
働
省
、
環
境
省
が
協
力
し
て
ナ
ノ
サ
イ
ズ

物
質
の
安
全
性
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
大
阪
大
学
薬
学
研
究
科
毒
性
学
分
野
の

堤
康
央
教
授
・
吉
川
友
章
助
教
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
２
０
０
７
年
か
ら
厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
、
ナ
ノ

マ
テ
リ
ア
ル
の
安
全
性
確
保
に
向
け
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
こ
こ
ま
で
分
か
っ
た
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア

ル
の
リ
ス
ク
や
新
た
な
粒
子
設
計
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。産

業
の
進
展
を
支
え
る
基
盤
技
術
粉
体
技
術

「
先
進
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
」
で
セ
ミ
ナ
ー

粉
体
技
術
を
駆
使
作
り
・
使
い
方
解
説
日
本
学
術
振
興
会
、
本
社
共
催

ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
の
リ
ス
ク
と
新
た
な
粒
子
設
計

吉川友章助教薬学研究科毒性学分野大阪大学

図１ナノマテリアルの種類と用途

寄
稿
テ
ー
マ

生
体
反
応
性
、
制
御
が
カ
ギ

新たな粉体製品の開発に道

　
日
刊
工
業
新
聞
は
、
日
本

学
術
振
興
会
先
進
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
第
１
２
４
委
員
会
と
３

月

日

時
か
ら

時

分

ま
で
大
阪
支
社
セ
ミ
ナ
ー
会

場

大
阪
市
中
央
区

で

「
先
進
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
作

り
方
と
使
い
方
」
と
題
し
た

有
料
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。
植

松
敬
三
長
岡
技
術
科
学
大
学

教
授
ら
６
人
が
、
粉
体
技
術

を
駆
使
し
て
新
機
能
を
持
つ

さ
ま
ざ
ま
な
先
進
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
の
作
り
方
や
使
い
方
を

豊
富
な
事
例
を
交
え
な
が
ら

解
説
す
る
。

　
参
加
費
は
一
般
３
万
円
。

先
進
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
第
１
２

４
委
員
会
会
員
は
１
万
５
０

０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
は
、

事
業
出
版
部
セ
ミ
ナ
ー
係

０
６
・
６
９
４
６
・
３
３

８
４

へ
。

　
講
師
と
テ
ー
マ
は
以
下
の

通
り
。

　
▽
植
松
敬
三
長
岡
技
術
科

学
大
学
教
授

先
進
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
の
作
り
方
入
門

時
―

時

分

▽
内
藤
牧

男
大
阪
大
学
接
合
科
学
研
究

所
教
授

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
は

作
り
方
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に

変
わ
る

時

分
―

時

分

▽
多
々
見
純
一
横
浜

国
大
大
学
院
准
教
授

製
造

技
術
向
上
の
た
め
の
解
析
ツ

ー
ル

時

分
―

時

分

▽
奥
宮
正
太
郎
大
阪
大

学
特
任
講
師

顆
粒

か
り

ゅ
う

体
に
よ
る
加
圧
成
形

と
焼
結
体
特
性

時

分

―

時

▽
中
村
一
郎
村
田

製
作
所
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ

ス
事
業
推
進
部
部
長

テ
ー

プ
成
形
に
用
い
る
ス
ラ
リ
ー

の
開
発

時

分
―

時

分

▽
横
山
久
範
岐
阜
県

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
研
究
所
研
究

開
発
部
長

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

の
水
系
ス
ラ
リ
ー
と
成
形
技

術

時

分
―

時

分

　　 ２０１１年 平成２３年 ２月２５日 金曜日 【広告特集】 （ ）

　
　

　
近
年
、
目
覚
ま
し
い
進
歩

を
遂
げ
て
い
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
産
業
は
、
将
来
的
に

巨
大
な
市
場
を
期
待
で
き
る

分
野
で
あ
る
。
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
な
ど
を
活
用
し
て
、

少
な
く
と
も
一
次
元
の
大
き

さ
が
１
０
０

ナ
ノ
は

億
分
の
１

以
下
に
な
る

よ
う
に
製
造
さ
れ
た
ナ
ノ
マ

テ
リ
ア
ル
は
、
特
徴
的
な
物

性

サ
イ
ズ
、
形
状
、
表
面

性
状
な
ど

を
有
し
て
お

り
、
組
織
浸
透
性
、
電
気
的

・
磁
気
的
・
光
学
的
特
性
な

ど
の
点
に
お
い
て
、
従
来
ま

で
の
サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン
サ
イ
ズ

以
上
の
素
材
と
は
異
な
る
新

し
い
機
能
を
発
揮
す
る
。

　
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
は
、
こ

れ
ま
で
の
技
術
で
は
成
し
得

な
か
っ
た
機
能
向
上
や
付
加

価
値
の
可
能
性
を
提
供
す
る

素
材
と
し
て
世
界
中
で
注
目

さ
れ
て
お
り
、
既
に
化
粧
品

・
食
品
・
医
薬
品
・
電
子
部

品
分
野
を
は
じ
め
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
利
用
さ
れ

始
め
て
い
る
。

図
１

。

　
一
方
で
、
最
近
に
な
っ
て

ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
の
新
し
い

機
能
が
、
逆
に
、
人
体
に
と

っ
て
好
ま
し
く
な
い
影
響
を

発
揮
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
始
め
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
を
受
け
て
、
経
済
協
力

開
発
機
構

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

や

国
際
標
準
化
機
構

Ｉ
Ｓ

Ｏ

な
ど
の
国
際
機
関
は
、

本
邦
を
含
め
た
主
要
各
国
と

連
携
し
て
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル

の
安
全
性
評
価
を
進
め
て
い

る
。
米
国
で
は
、
米
国
環
境

保
護
局
や
米
国
食
品
薬
品
局

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が

中
心
と
な
っ
て
、
国
家
規
模

で
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
の
生
体

影
響
の
評
価
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
日
本
で
も
経
済
産
業

省
や
厚
生
労
働
省
、
環
境
省

に
よ
っ
て
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル

の
安
全
性
情
報
の
収
集
と
そ

の
手
法
の
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の
「
工
業
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル

に
関
す
る
作
業
部
会
」
で
フ

ラ
ー
レ
ン
や
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ

チ
ュ
ー
ブ
の
安
全
性
情
報
の

収
集
を
担
当
し
て
お
り
、
今

後
も
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
の
安

全
性
情
報
を
国
際
的
に
発
信

し
て
い
く
動
き
だ
。

　
い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
ナ

ノ
マ
テ
リ
ア
ル
に
特
化
し
た

具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
既
存
の

化
学
物
質
関
連
規
制
の
枠
組

み
の
中
で
の
安
全
性
情
報
の

収
集
が
主
要
な
目
的
で
あ

る
。
そ
の
中
で
も
、
米
国
環

境
保
護
局
に
よ
る
ナ
ノ
マ
テ

リ
ア
ル
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ

ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
製
造

会
社
と
連
携
し
、
ナ
ノ
マ
テ

リ
ア
ル
の
安
全
性
情
報
を
効

率
的
に
収
集
す
る
た
め
の
興

味
深
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
連
携
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
産
業
の
成
長
を
支
援
す

る
取
り
組
み
が
世
界
的
に
重

要
視
さ
れ
て
い
る
。

　
　

　
こ
う
し
た
中
、
筆
者
ら
は

シ
リ
カ
や
銀
、
白
金
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア

ル
を
対
象
と
し
て
安
全
性
評

価
と
そ
の
評
価
手
法
の
開
発

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
研
究
の
目

的
は

ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
の

体
内
吸
収
性
や
体
内
局
在
を

定
量
的
に
解
析
す
る
技
術
の

開
発
と
応
用

ナ
ノ
マ
テ
リ

ア
ル
の
物
理
化
学
的
特
性

大
き
さ
や
形
状
な
ど

と

生
体
反
応
性
の
関
係
を
精
査

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
実
際
、
食
品
や
化
粧
品
に

配
合
さ
れ
て
い
る
非
晶
質
ナ

ノ
シ
リ
カ
を
対
象
に

と

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
１
０

０

以
下
に
な
る
と
、
皮

膚
や
消
化
管
粘
膜
を
介
し
て

体
内
に
取
り
込
ま
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

　
ま
た
、
体
内
吸
収
後
の
動

態
や
生
体
反
応
性
は
、
非
晶

質
ナ
ノ
シ
リ
カ
の
表
面
性
状

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
特
定

の
官
能
基
で
粒
子
表
面
を
修

飾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

体
影
響
を
全
く
及
ぼ
さ
な
い

素
材
を
開
発
で
き
る
可
能
性

を
見
い
だ
し
た
。
こ
れ
ら
の

検
討
で
明
ら
か
と
な
っ
た
最

も
重
要
な
点
は
、
ナ
ノ
シ
リ

カ
の
物
理
化
学
的
特
性
を
適

切
に
修
飾
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
の
生

体
反
応
性
を
制
御
で
き
る
可

能
性
を
示
し
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
有
用
性

と
安
全
性
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

し
た
新
し
い
粉
体
製
品
開
発

の
可
能
性
を
先
駆
け
て
示
し

た
と
考
え
て
い
る
。

　
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う

に
、
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
は
産

業
化
さ
れ
て
か
ら
の
歴
史
が

浅
く
、
今
後
の
応
用
可
能
性

・
市
場
規
模
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
、

ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
の
危
険
性

だ
け
が
む
や
み
に
強
調
さ

れ
、
社
会
受
容
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
だ
け
は
絶
対
に
避
け

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
の

曝
露

ば
く
ろ

量
や
生
体

影
響
に
関
す
る
科
学
的
な
情

報
の
収
集
・
蓄
積
が
必
須
で

あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
安
全
な
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア

ル
の
創
製
を
目
指
し
た
学
術

的
な
基
礎
研
究
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　
筆
者
ら
は
現
在
、
ナ
ノ
マ

テ
リ
ア
ル
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、
種
々
の
メ
ー
カ

ー
の
方
々
と
協
力
体
制
を
築

き
な
が
ら
、
議
論
を
進
め
て

お
り
、
微
力
で
は
あ
る
が
、

ナ
ノ
産
業
の
発
展
に
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。


